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に
開
催
し
ま
し
た
。
明
治
維
新
か
ら
百
五
十
年
を
迎
え
る
中
で
近

現
代
史
を
紐
解
く
と
き
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
戦
争
を
契
機
と
し

て
興
っ
た
平
和
運
動
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
日
蓮
宗
で
も
立
正
平
和

運
動
と
し
て
宗
内
外
で
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
当

研
究
所
創
立
当
初
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
人
物
と
し
て
第
五
代
所

長
中
濃
教
篤
師
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
こ
で
中
濃
教
篤
師
に

焦
点
を
あ
て
て
、「
中
濃
教
篤
師
の
業
績
と
資
料
概
要
」
立
正
大

学
大
学
院
戸
田
教
敞
師
の
発
表
、「
起
動
す
る
戦
後
日
本
の
宗
教

者
平
和
活
動
─
中
濃
教
篤
資
料
と
細
井
友
晋
資
料
の
分
析
か
ら

─
」
佛
教
大
学
社
会
学
部
教
授
大
谷
栄
一
氏
、「
中
濃
教
篤
と
戦

後
の
日
中
友
好
運
動
─
日
中
仏
教
交
流
懇
談
会
を
中
心
に
─
」
愛

知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
客
員
研
究
員
坂
井
田
夕
起
子
氏
、「
新

宗
教
と
平
和
運
動
─
大
本
・
人
類
愛
善
会
の
活
動
を
事
例
に
─
」

大
阪
大
学
招
聘
研
究
員
永
岡
崇
氏
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
中
濃

師
が
広
く
海
外
で
活
躍
さ
れ
、
実
践
活
動
家
と
し
て
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
す
が
、
宗
教
者
に
多
大
な
影
響

を
与
え
た
足
跡
を
い
ま
一
度
振
り
返
り
、
立
正
平
和
に
対
す
る
認

識
を
深
め
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▼
研
究
ノ
ー
ト
は
例
年
通
り
、
研
究
員
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を

収
録
し
て
い
ま
す
。
現
宗
研
の
研
究
例
会
で
発
表
さ
れ
た
も
の
と

な
り
ま
す
が
、
各
研
究
員
が
ど
の
よ
う
な
課
題
を
も
っ
て
調
査
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
を
知
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。
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▼
『
現
代
宗
教
研
究
』
第
五
十
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

▼
第
五
十
二
回
中
央
教
化
研
究
会
議
で
は
、
令
和
三
年
（
二
〇
二

一
）
二
月
十
六
日
に
「
宗
祖
降
誕
八
〇
〇
年
」
の
御
正
当
を
お
迎

え
す
る
こ
と
を
記
念
し
、
テ
ー
マ
「
日
蓮
聖
人
の
宗
教
を
考
え

る
」
を
主
題
に
、
宗
教
的
ま
た
は
主
体
的
に
聖
人
の
お
気
持
ち
を

受
け
止
め
、
ご
誕
生
の
意
義
に
つ
い
て
改
め
て
学
び
、
新
た
な
気

持
ち
で
檀
信
徒
・
未
信
徒
に
向
け
て
伝
え
広
め
て
い
く
こ
と
を
主

眼
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
日
蓮
聖
人
の
歴
史
的
な
側
面

を
学
ぶ
の
と
同
時
に
、
上
行
自
覚
や
ご
誕
生
の
意
義
、
更
に
は
広

く
死
生
観
や
霊
魂
観
に
わ
た
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。「『
法
華

経
』
か
ら
見
る
日
蓮
聖
人
降
誕
の
現
代
的
意
義
」
山
口
県
立
大
学

教
授
鈴
木
隆
泰
師
、「
歴
史
か
ら
見
た
日
蓮
聖
人
」
勧
学
院
副
院

長
中
尾
堯
文
師
に
よ
る
基
調
講
演
、
そ
し
て
「
死
の
宗
教
　
生
の

宗
教
」
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
長
三
原
正
資
の
基
調
報
告
を
収

録
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
日
本
人
の
死
生
観
～
生
ま
れ
変
わ
り
の
明
と
闇
」
京
都

大
学
大
学
院
政
策
の
た
め
の
科
学
ユ
ニ
ッ
ト
特
任
教
授
カ
ー
ル
・

ベ
ッ
カ
ー
氏
の
基
調
講
演
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
本
人
の
意
向
に

よ
り
、
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
三
十
年
度
第
二
十
八
回
「
法
華
経
・
日
蓮
聖
人
・
日
蓮
教

団
論
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、「
戦
後
日
本
に
お
け
る
宗
教
者
の

平
和
運
動
─
中
濃
教
篤
師
の
業
績
を
中
心
と
し
て
─
」
を
テ
ー
マ
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